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1月29日に行われた市議会議員立
候補者説明会に 30人名が出席した。 
その後に 1名の市民が書類を市選

管にとりに来ている。他方、説明会

にみえた 30名中の 2名が立候補を
辞退している。従って、3月 22日の
市議選には 29名前後が立候補する
ものとみられている。 
うちわけは現職が 20名、元職が 2

名、新人が 7名とみられる。 
政党別にみると自由民主党が現職

の 3名と新人 1名、（現職の保守系 2
名を加えると 6名）、民主党が現職 2
名新人 1名の計 3名、共産党が現職
の 4名、公明党が現職 2名、新人 2
名で計 4名、市民の党が現職 2名、
社民党 1名、ネフト 1名、無所属等 
が現職 4名、元職 1名、新人 3名で
ある。 
与党、野党でみると、現在稲葉市

長の完全与党は自民党系の 5人と公
明党の 4人、改革連合の 2人と、さ

らに、ほぼ与党寄りだった民主党の

3人で計 14人。現在の野党は共産党
の 4人と、無所属 5人で構成する緑
の風と元民主党議員だった 1名の計
10名。 
小金井市議会の総議席は２４なの

で、稲葉市長が提出する議案はほぼ

可決されていた。 
今度の立候補者を与党と野党とで

みると以下のように考えられる。 
完全与党となるであろう自民系 6

人(前述)、公明 4人、改革連合（2
人で計 12人。 
他方、完全野党となるであろう共

産 4人(前述)と緑の風(前述)の 5人、
元民主党の 1人、さらに当選すれば
野党になるであろう 1人をあわせて
11人。 
与党、野党とも過半数の 13を超

えられない中で、今回もキャスチン

グボードを握るのは民主党の 3人で
あろう。しかも社民党公認だが小金

井支部の民主党の推薦も得ている

元職の1名が当選後は4人で民主党
系の会派を結成すると思われるの

で、この 4人が議会を左右するもの
と思われる。他方、新人無所属の 1
名が当選した場合、与党になるのか

野党になるのか注目されるところで

ある。 
以下は立候補予定者の概要である。 
自民党系(露口哲治、遠藤百合子、

中根三枝、中山克己、伊藤隆文、高

木真人) 
公明党（宮下誠、紀由紀子、渡辺

ふき子、小林正樹） 
改革連合(篠原 ひろし 、五十嵐

京子) 
民主党(鈴木成夫、村山秀貴、宮崎

晴光) 社民党（武井正明）日本共産
党(水上洋志、板倉真也、森戸よう子、
関根優司) 
緑の風〔注、現在この名称で会派

をくんでいるのでそのまま使うこと

とする〕（市民の党の野見山信吉・青

山ひかる、市民自治小金井の漢人明

子、情報公開の渡辺大三、ネットの

田頭祐子） 
尚、新人無所属の片山かおるは、

市民自治の漢人明子と同じ会派を組

むものと思われる。この他無所属で

現職の斉藤康夫、元職の横山昌弘、

新人の渡辺恵弘がいる。 

３月29 日、小金井市議選 

24 議席に 29 前後が立候補、 

キャスティングボード握る民主系 4人 視聴者の怒りの声 
 
１）電波は国民のもの 
２）NHK 受信料の強制徴収は憲 

法違法 

３）視ただけ払う制度にせよ!! 
 
       シリーズ 25-153 
1,2月の相談電話・手紙 7件  
1,2月の拒否ｼｰﾙ申込数 9件 
 
累積拒否シール発行枚数   
                 155,551枚 
私は現在のＮＨＫのあり方に

は疑問を持つどころか、悪意す

ら感じています。民間企業が喘

いでいる中、競争もせず、義務

も果たさず、のうのうと国民か

ら集めたお金を垂れ流しして、

政府からは補助金をもらってい

ます。天下り先子会社は 30数社
に及ぶと聞きます。 
 
ＮＨＫの事を知れば知るほど、

自分が今まで無知であったこと

の反省とともに、日本の民主主

義は崩壊してしまうのではない

かと危惧しています。 
2009. 2.28． (東京都、Ｎ・Ｓ ) 


